
中学校数学科採点基準

［注意】問題によっては， 部分点を可とする。

問題番号

田

回

囚

正 答

αx2 + bx+ c = O
両辺をαでわると

2 
b 

C X +-x ＋ ー ＝0
α α 

（去）ー

α
を移項して， を両辺に加えると

（会）
＇

C （去）xz ＋ －

α
x+ ＝ 一

α
＋ 

(x 去） = b -4
+ 

4α2 
b 、／b2 4αc 

x ＋ 一一 ＝士
2α 2a 

b ゾb2 -4ac 
x ＝ 一一 ±

2α 2a 

よって，
-b ± ../b2 -4αc

x= 
2α 

〔例〕

惣菜 1 個の値段を x 円上げるとすると， 惣菜 1 個の値段は
(SO+ x） 円となり， 1 日の売上個数は， (400 - Sx）個となる。
1 日の売上金額をy円とすると
y = (SO +x)(400 - Sx〕

= -Sx2 + 150x + 20000 
= -S(x 15)2十21125

よって， yは X = 15 のとき最大値 21125 をとる。
したがって， 惣菜 1 個の値段を 65 円に設定すればよく， そのときの
売上金額は 21125円である。

点 P, 0 を通る直径 PC をひくと
OA=OP であるから
ζOAP= LOPA ·····①

ζCOA は A OAP の外角であるから
LCOA = LOAP + LOPA .....②
①， ②から
LCOA= 2LこCPA ......③
同様にして
LCOB = 2LCPB ・・④

.LAOB ＝ ζCOB-LCOA …・ ⑤
③， ④， ⑤から
ζAOB = 2LCPB 2LCPA

= 2(LCPB - LCPA) 
= 2LAPB 

したがって
1 

ζAPB=-LAOB 
2 

条件 p, q を満たす集合をそれぞれ P, Q とすると
P={xlα － 2<x くα＋ 2}
Q={x Ix> 5}
命題「p 司 q」が真であることは， p C Qが成り立つことと悶じであ
るから
5�α － 2 
したがって， 求める α の値の範囲は
α�7 

三盤企主主よ
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中学校数学科採点基準

［注意］問題によっては， 部分点を可とする。

問題番号

(1) 

回

(2) 

回

正 � a、. 〔例〕

4 回のうち 5 の目が 3 回以上出るのは，
5 の目がちょうど 3 回出る， または 5 の目が 4 回出る場合である。
5 の目がちょうど 3 回出る確率は

(i）訪 20

1296 
5 の目が 4 回出る確率は

。 1296 

これらの事象は互いに排反であるから， 求める確率は
20 1 21 7 

一1296
占e

一

1296 一一1296 一一432

A組の通学時間の第 3 四分位数は 40 分より小さいから， A組の
通学時聞が 40 分以上の生徒は 8 人以下である。

B組の通学時間の第 3 四分位数は 40 分より大きいから， B組の
通学時間が 40 分以上の生徒は 9 人以上である。

したがって， 通学時間が 40 分以上の生徒の人数はB組よりA組
の方が少ないと判断することができる。

四角形 ABCD は円に内接するから

LABC = 60 ° 

L>ABC において， 余弦定理により

AC2 = 52 +72 -2 ・ 5 ・ 7 ・ cos60 。

= 39 
AC> 0 より， AC=../39 

AD =x とおくと， L>ACD において， 余弦定理により

（何百）
＇ = 52 +x2 -2 ・ S·x ・ cos120 °

39 = 2s+x2 +sx 
x2+5x-14=0 

(x + 7)(x -2) = O 
X = -7, 2

x>O であるから
x=2
よって， AD= 2

三角形の面積の公式により
1

0 

L>ABC ＝ ー ・ 5 ・ 7 ・ sm60
2 
35-./3 

4 
1

0 

L> ACD ＝ ー ・ 5 ・ 2 ・ sm120
2 
5-./3 

2 
S =L> ABC+ L> ACD 

35－.／吉 S-./3＝一一一一 十 一一一

4 2

45－.／吉
4 
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中学校数学科採点基準

［注意］問題によっては，部分点を可とする。

問題番号

回

困

回

正 答 〔例〕

解と係数の関係から
α ＋ β ＋ y=l ，αβ ＋ βy+yα ＝ 9 ，α：f3y = 5 
α3 + /3' + y' 
＝（α ＋ f3+y）（α2 + 132 + y2 α/3-/3y-yα）＋ 3αf3y
＝（α ＋ f3+y）｛（α ＋ β ＋ y〕 2 -3（α/3 ＋ βy+yα）｝ + 3αf3y
=1 ×（12 - 3 × 9) + 3 ×5 
=1 ×（1- 27) + 15 
= -26 + 15 
= 11 

f(x〕＝ 2x2 +ax+ 3α ， g(x) = -3x2 + 2x + 6 とおく。
f’ （x) = 4x＋α， g

’（x) = -6x+ 2
点 A のx座標をtとおくと
f(t) = g(t） より
2t2 ＋αt+3α＝ -3t2 + 2t + 6 
St2 + （α － 2)t + 3（α － 2) = 0 ……① 
f ’

（t) = B’
（t） より

4t＋α ＝ 6t+2 
α ＝ ーlOt +2 ・…②
②を①に代入して
St2 + (-lOt + 2 -2)t + 3（ーlOt 十2 -2) = 0
St2 - 10t2 - 30t = 0
-St(t+ 6〕＝ 0

よって， t = -6, 0
t= 6 のとき，②より，α ＝ 62
よって， 点 Aの y座標は－114
t=O のとき，②より， α ＝ 2
よって， 点Aのy座標は6
したがって
α ＝ 2 のとき A (0, 6）， α ＝ 62 のとき A(-6, -114)

xz +yz =l ・・…①， x2 +y2 +8x 6y+k=O ・・・②とする。
円①の中心は原点，半径は1である。
また，②を変形すると， (x+4) 2 + (y 3〕2 = 25-k
円②の中心は（－4, 3）， 半径は花吉士Eである。
円①， ②の中心聞の距離は，行コ戸τ32 = 5 
円①と円②が接するのは， 「円①と円②が外接するとき」と「円①州
円②に内接するときJに限られる。
山円①と円②が外接するとき

5=1 ＋占吉てk

4 = ../25てk ・・・③ 
両辺を2乗すると， 16 = 25 -k 
よって，k=9
これは③を満たす。
[2］円①が円②に内接するとき

S=-v25τk-l 
6＝花王士E －…・・④
両辺を2乗すると，36 = 25 k

よって， k ＝ ー11
これは④を満たす。
したがって， 求める k の値は k=-11, 9 

全盆笠主主］＿＿

採 点 上 の 注 意 配 点
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1 8 



中学校数学科採点基準

生盈旦主主王i

［注意］問題によっては， 部分点を可とする。

問題番号 正 主H交 〔例〕 採 点 上 の 注 意 西日 点

幾つかの図形から帰納的に見いだした事柄が成り立つかどうか
を同じ条件を満たす他の図形で調べることで， その事柄の妥当性を 内容 を正しくとらえてい
高めることができる。 しかし， 同じ条件を満たす全ての図形につい れば， 表現は異なっていても 1 5 

てその事柄が成り立つかどうかを調べつくすことはできないため， よい。
演緯的な推論による証明が必要である。

4x+2yが 6xy とならない例を示すことで， 文字の部分が異なる
内容を正しくと らえてい

日 項はまと めることができないことに気付かせる。 れば s 表現は異なっていても 1 0 

よい。

「文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え説明すること」の
内容において， 「連続するこつの偶数の積に 1 をたすと， 二つの偶
数の間にある奇数の2乗になるJことを 説明させる問題を取り扱 問いを正しくとらえてい

回 つ。 れば， 内容は異なっていてよ 1 5 

その後， 問題の条件を偶数から奇数に変えた場合にどのような結 し当。
果になるのかを考察させ， 先に扱った問題との問に共通する性質を
見いださせる。




